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Ｐ
Ｐ
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環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参
加
国
と
の
事
前
協
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
十
一
月
十
一
日
、
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
は
記
者
会
見
の
場
で
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い

て
、
「
交
渉
参
加
に
向
け
、
関
係
各
国
と
の
事
前
協
議
を
開
始
す
る
」
旨
述
べ
、
同
月
十
三
日
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
に
合
わ

せ
て
開
催
さ
れ
た
米
国
オ
バ
マ
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
に
お
い
て
も
、
同
趣
旨
の
表
明
を
し
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す

る
。

一

政
府
と
し
て
、
本
年
一
月
十
七
日
に
ベ
ト
ナ
ム
に
、
同
月
十
九
日
に
ブ
ル
ネ
イ
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
係
す
る
府
省
の
職
員
を

派
遣
し
、
前
文
に
あ
る
「
事
前
協
議
」
を
行
っ
て
い
る
と
承
知
す
る
。
右
の
両
国
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
政
府
が
行
っ
た
「
事

前
協
議
」
に
お
い
て
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
主
張
を
し
、
ま
た
相
手
国
か
ら
ど
の
よ
う
な
主
張
が
な
さ
れ
た
の
か
、
そ

の
結
果
両
国
間
で
ど
の
よ
う
な
合
意
が
な
さ
れ
た
の
か
等
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
情
報
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
た

い
。

二

一
の
ブ
ル
ネ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
政
府
が
行
っ
た
「
事
前
協
議
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
情
報
が
得
ら
れ

た
の
か
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
国
民
に
説
明
を
し
て
い
る
か
。
ま
た
今
後
更
な
る
協
議
が
な
さ
れ
た
際
、

ど
の
よ
う
に
そ
の
情
報
を
国
民
に
開
示
し
て
い
く
考
え
で
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



三

今
後
の
「
事
前
協
議
」
の
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

三
の
「
事
前
協
議
」
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
後
、
政
府
と
し
て
い
つ
頃
ま
で
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
す
る
か
否
か
を
判
断
す

る
の
か
、
現
時
点
で
の
見
通
し
を
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


